
★平滑型斜面での崩壊

★沢単位での崩壊・地すべり

★ 10°前後の緩傾斜面での崩壊・地
すべり（朝日・幌里付近の丘陵地）

★新第三系泥岩層の崩壊
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★平滑型斜面での崩壊
幅10～20mの小規模な場合 幅が数10m以上の規模の場合

幅10～20m前後の小規模な場
合には斜面下では崩落状態で
流動は弱い。

幅が大きくなると、完全な平滑というより、ｽﾌﾟｰﾝ
状の浅沢が存在しており、浅沢単位で崩壊物が
集積し、斜面下（低地で）舌状の地すべり体が形
成され、押し出し部分の平面形状は凸凹となる。

平滑型斜面での崩壊
（桜丘913-02地点）

幅のある平滑型斜面での
崩壊（幌内924-05地点）
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924-03地点（富里東方厚真川南岸崩壊地）
924-03地点付近は河岸段
丘箇所で、T5面（高位段丘
面）、T4面（中位段丘3面）と
T2面（中位段丘1面）より構
成される（14頁）。崩壊はT5
面（縁）上とその前面の段丘
崖斜面を覆っていたTa-d直
下以のローム層以上の表層
堆積物が、それ以下の面と段
丘崖斜面の表層堆積物と共
に崩壊・地すべりを生じたもの
である（階段状段丘部）。 924-03地点崩壊・地すべり地の全景（富里配水池崩壊地からとらえる。水田に地すべり体が広がる。）

T5面
T2面

T4面

農道沿いに北西
側からとらえる

924-03地点崩壊・地す
べり地の拡大空中写真
（国土地理院2018. 9.6撮影空中
写真「厚真川地区」使用）

排水路開削

地すべり体北西部の末
端（写真撮影・観察）

100m

階段状段丘の平滑型斜面
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盛り土のある台地際での崩壊

1023-06地点（早
来への道道沿い）

1023-07地点（早
来への道道沿い）

1023-18地点
（美里）

盛
り
土
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★沢単位での崩壊・地すべり

分岐の進まな
い小沢の場合
（勾配大）

沢地でのｽﾌﾟｰﾝ状
の崩壊・地すべりの
発生－沢口前方
（低地）での舌状の
広がり（基本形）

堆積部
（舌状体）

沢 口
（狭まる）

沢 口
（狭まる）

枝沢が生じ、分岐の進む沢
（勾配大）の場合

土砂が集中して生じ
た凹地（沼に変化）

堆積部
（舌状体）

崩壊部

増加した崩壊・地すべり体の容
積が沢口にフォーカス状に集
中し、ときに凹地（沼に変化）を
生ずることもある。地すべり状
の層状のブロックというより、土
石流的に混在状態になる。
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崩壊箇所はT4面段丘で、新第三系軽舞層の上位に
段丘堆積物（En-a以上の火山灰+ﾛｰﾑ+腐植）が重なる。
主に段丘堆積物のうちEn-a以上の堆積層と斜面を覆
うTa-d以上の堆積層が崩壊したと思われる。
崩壊後は土石流というより、地すべり的に近い形で流
動したと思われる。

929-02地点（東和地すべり的崩壊箇所）

道路を塞ぎ水田に乗り出した地すべり的崩壊箇所（前ﾍﾟｰ
ｼﾞ空中写真の地点5 ）。溝は災害後に排水のために掘削
された。溝断面は本箇所付近が泥炭地であるこを示す。

地すべり体が盛り土状の農道側面+用水路壁を押したた
め、水田表層が押し上げられ変形している。

山側の崩壊部。崩
壊箇所はT4面段
丘で、新第三系軽
舞層の上位に段
丘堆積物（En‐a以
上の火山灰+ﾛｰﾑ
+腐植）が重なると
思われる。

100m

地点5の拡大空中写真
（国土地理院2018.9.6撮影空中写
真「厚真川地区」の一部使用）

小沢の単位に応じて崩壊・地
すべり体が発生し、そのうち３
つが道路を乗り越えた。
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924-05

ﾒﾅの沢川入り口東側崩壊・地すべり箇
所（924-05、06地点）の拡大空中写真

924-06

国土地理院2018. 9.6撮影空中写真「厚真川地区」使用

メナの沢川入り口とその東側の崩壊・地すべり箇所

メナの沢川

200m

柱1

柱2

柱3

柱4

凹地が形
成（後に水
たまり）
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柱1 柱2 柱3 柱4

柱状図集 地震後調査・作成

斜
面
堆
積
物

T4面

T4
面
段
丘
堆
積
物

腐植

火山灰質
ﾛｰﾑ

段
丘
礫
層

Ta-d1

新第三系

軽舞層
(砂岩泥岩互層)

924-05地点（ﾒﾅの沢川入
り口東側崩壊箇所その１）

総じてとらえると、幅約
150mで傾斜が40～35°程
度の平滑な斜面で、元々浅
沢の発達が弱く、瀑布状の
タイプの崩壊現象である。そ
れでも、崩落は短冊状に８
区間程度に区分されるよう
に見える。崩落物は道路面
を塞ぐとともに、一部は舌状
に水田まで押し出している。

崩壊地の全容

崩壊地斜面の中段（上の写真右寄り★印
箇所）から見下ろす。9月29日撮影。

左写真の赤丸囲み内の斜面
堆積物の観察（9月29日撮影）

棚状部形成

Ta-c
下位の砂質泥と霜降り
状軽石部が不規則に
かみ合う（En-aのﾘﾜｰ
ｸ？）。19頁柱1露頭。

砂質泥（新第三系泥岩
直上の崖錐性堆積
物？）

左写真の赤丸囲み内の棚状部から
西側を撮影（9月29日撮影）
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厚真川南岸台地上から東西の
崩壊・地すべり体をとらえる

西の崩壊・地すべり体の上部
（２つの枝沢で構成、斜面堆積
物の表層が崩落）

924-06地点（ﾒﾅの沢川入り口東側崩壊箇所）その２

924-04地点付近には段丘面とし
て顕著なものとしてT4面（中位段丘
3面）が、わずかにT2面（中位段丘
1面）が認められる（左上写真）。崩
壊した沢（東・西）は背後の丘陵斜
面から段丘部を横切り低地に流入
している。崩壊は主に丘陵斜面内
の二又の沢で発生しその雪崩状の
地すべり体は、段丘部で一つとなっ
た沢に集中し、低地に広がった。

左下写真の赤丸部分
の拡大写真；斜面堆積
物（火山灰質ﾛｰﾑ、Ta-
d、腐植、Ta-c、腐植、
Ta-b、腐植の重なり）。
19頁柱4露頭。

沢が一つとなり低地に対面。崩壊・地すべり体は水田に
舌状に広がる（100m×200m）。

西の崩壊・
地すべり体
（924-06地点）T4面

T2面
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東の崩壊・地すべり体（924-06地点）

道路・水田へ流出した
東の崩壊地すべり体

沢口から上流部（二
又；崩壊地）を見る

低地に流出した地すべり舌状体（北
西部で実った稲穂を埋める様）

沢口に生じた凹地
（二又の上流からの崩壊物が沢口にフォーカ
ス状に流下集中し、その圧力で押し下げられ、
崩落物は前方へ広がったと考えられる）

西の崩壊・地すべり体と同様
な崩壊－流出－堆積（拡大）を
たどっている。しかし、沢口より
上流の崩壊部の面積は大きく
かつ長く、最上部の低地から
の比高も大きかった。そのため、
沢口に集中した土砂量も多く
かつ圧力もより高く、西側には
生じなかった凹地（沼）が出現
したと思われる。

なお、上流部へ立ち入った調
査では崩壊物の大半は低地に
流出したと思われる。

崩落物はTa-dの軽石を主体とするが、表層堆
積物としてのブロック化した層状構造は失われ、
土石流に近い状態で広がっている。
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楢山山頂
（164m）35m

沢口とその前方に崩壊流動土砂の圧力
が集中してクレーター状に凹地が生じ、
周囲に堤状に土砂・流木が積みあがる。

1115-02地
点（高丘地区
入り口；楢山
山頂西側）

楢山山頂と低地の標高差は130m
（国土地理院2018. 9.6撮影空中写真「厚真川地区」使用）

日経ｺﾝｽﾄﾗｸ
ｼｮﾝ2018.9.24
号で紹介
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分岐が進み、かつ大きく
長くなった沢の場合

沢内に大部分の崩壊・地すべり体が留ま
り、沢口前方（低地）への舌状体の形成
が限定的になる場合がある。沢面の勾
配も緩くなる。

56メナの沢川と幌内橋の沢 幌内橋の沢

沢口前方（低地）
への舌状体の形
成が限定的にな
る場合もある。そ
れでも厚真川に
土砂が流出し、
堰き止めた。



本箇所の崩壊流出関連
した沢は全長1kmあまりに
なり、大きく６つの枝沢に
分岐している。沢口と崩壊
した奥尾根部との標高差
は最大300mに達する。崩
壊物のかなりのものは沢
中にとどまっている。それ
でも、相当量が流出し、そ
れは厚真川を埋め尽くした。
堰き止め水域の拡大が問
題となり、直ちに流路の開
削が行なわれた。

924-07地点（厚真川
幌内橋 堰き止め箇所）

幌内集落北側の空中写真 左の赤枠部分（ 924-07地点）の拡大写真

国土地理院2018. 
9.6撮影空中写真
「厚真川地区」使用

200m

100m

開削前の
滞水

開削が終了し水路が復活
した厚真川（9月26日撮影；埋
積は橋脚上端まで進んだ）

埋積上限痕

沢口の堆積状況
（印象として腐植土が多いように見える）

橋南東側取付部から沢口を望む 57

924-01

924-02

国土地理院2018. 
9.6撮影空中写真
「厚真川地区」使用。

1km 58

これらの地域（丘陵）は新第三系の向斜部
（厚真向斜）に該当し、萌別層の砂質泥岩の
上に、Ta-d（9,000年前頃降灰）以降の
Ta-c、Ta-bの降下軽石層とそれらと互層
関係の火山灰質ロームおよび腐植土よりな
る斜面堆積物が2～3mの厚さで重なってい
る。斜面は10°前後ときわめて緩いが、震
度7の強い揺れにより、100箇所近い箇所
で表層崩壊・地すべりが発生した。

なお、範囲外については道道上幌内早来
停線沿いに進むと、早来市街南東部にはわ
ずかに崩壊がわずかに認められる状態とな
る。一方、北へ向かって安平市街の南東側
の台地域ではほとんど認められなくなる。

早来市街

926-01

929-05

929-06

★10°前後の緩傾斜面での崩壊・地すべり（朝日・幌里付近の丘陵地）

1023-14

1023-11

1023-13

1008-31
1023-04

朝日付近の緩い
傾斜地での表層
崩壊・地すべり
⇒切土地（農地、
一部宅地）では
発生せず

朝日露頭

500m
926-01

929-05

926-01

929-05

500m

国土地理院2018. 
9.11撮影空中写真
「安平地区」使用

59

926-01地点（朝日）
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国土地理院2018. 
9.11撮影空中写真
「安平地区」使用

路盤もTa-dなど表層堆積物上に載っ
ており流される。近悦府川を埋める。
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★新第三系泥岩層の崩壊

1115-09地点
（高丘地区）

★富里配水池付近（楢山下）の崩壊・地
すべり

★吉野地区での崩壊・地すべり

★日高幌内川での泥岩崩落

★日高幌内川での大規模地すべり

★周辺部の崩壊・地すべり現象など
62



浄水施設棟
（残ったが背後から土
砂・樹木押し寄せ）

給水塔横ｺﾝﾄﾛｰﾙ
施設倒壊流下

給水塔

ここから西側道
路道路南へ押さ
れる（51頁写真）

地すべり体中を道
掘削（51頁写真）

924-04
地点

流水跡(給水塔から) 道路路盤・
面の移動 浄水施設からの流水？ 地すべりを免れた

ｴﾘｱ（運動場など）
厚真川へ流下

924-04地点の
拡大空中写真
（国土地理院2018. 
9.6撮影空中写真「厚
真川地区」使用）

100m
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★富里配水池付近（楢山下）の崩壊・地すべり 一
見
、
平
滑
型
斜
面
で
あ
る
が
浅
沢
の
組
み
合
わ
せ

924-03
T5

T4T2

200m

T2

924-04

楢山下富里配水池付近の詳細地形図（地
形面区分および崩壊・地すべりの動き）
－5,000分の1厚真町現況地番合成図No.10使用－

浄水施設棟

楢山

給水塔

舌状部2 舌状部3
舌状部4

この付近では地形面はT5面
（高位段丘面）、T4面（中位段
丘3面）とT2面（中位段丘1面）
が認められるが、924-04地点
ではT2面が分布し、その堆積
物は柱状図1～3に示すようで
ある。T2面上には背後の浅沢
から供給された面形成後の堆
積物もかさなるが、はからずも、
今回、浅沢群の斜面が崩壊を
生じ、それは面上のTa-d頃以
降の堆積物にも影響をもたらし、
西から舌状部1～5の地すべり
体として流下したと考えられる。

柱1

柱2 柱3

64

台地
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舌状部5中の開削道路（東北東へ向かって撮影）

切土断面中に現れたTa‐d付近以上の表層堆積物（覆瓦状・褶曲状の形態を示す）
舌状部5中の開削道路
（西南西へ向かって撮影）

中央部付近で路盤が南へ移動
（写真山側路肩ｺﾝｸﾘｰﾄ部）

左斜め上の写
真の右下右側
部分の写真
（上部の腐植
土部分は路盤
が流出した）

柱1 柱2 柱3
柱
状
図
集

新第三系振老層
（砂岩泥岩互層
････一部礫岩）

Ta-d

Ta-c
Ta-b 腐植

段丘礫～
砂礫層

軽石質
砂礫

泥質層

背後の楢山南側斜面部では浅沢群で、単独の沢あるいはいくつの沢
が集合するように崩壊・地すべりが進み、それは段丘（T2）面上へ押し
出され、舌状部1～5が形成された。
舌状部1：西端のもので、南西方向へ転換し水田・畑上へ広がった。
舌状部2：斜面部では大きく２つの浅沢の流れが集まり、楢山橋の西側で人家・
林などを押し流して低地まで下った。
舌状部3：斜面部では大きく２つの浅沢の流れが集まり、浄水施設棟と給水塔の
間を流下し、人家を押しつぶし低地に下り、厚真川を越えて南岸まで到達した。
舌状部4：一つの浅沢を起源とし、浄水施設棟とｸﾞﾗﾝﾄﾞ横道路間を流下した比較
的小規模なもの。
舌状部5：６つ程度の浅沢を集め、流下し大部分は台地上に留まった。

富里給水地付近崩壊・地すべり箇所西半部
（右側に付随の調整施設が消失した給水塔）

厚真川南岸から崩壊・地すべり箇所（西
～中央部）をとらえる。中央部は厚真川を
越えて地すべり体が到達した（舌状部3）。

富里給水地付近崩壊・地すべり箇所を東南東からとらえる。

楢 山

段丘上でとどまった舌状部5舌状部3､4

舌状部4
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舌状部2 楢 山

斜面部の傾斜角は25～35°

崩壊・崩落が生じなかった箇所（ﾒﾅの沢川入り口
西方；新第三系軽舞層泥岩/ヤチセドーム構造）

500m

924-04
924-05

924-06

崩壊・崩落が生じなかった箇所（ﾒﾅの沢川入り口西方；泥岩が尾根付近まで占めて
おり、急斜面中には斜面堆積物は極めて弱く、地震による崩壊は発生していない。

富里－幌内間厚真川北岸部の空中写真
（国土地理院2018. 9.6撮影空中写真「厚真川地区」使用）皆伐地斜面

（崩壊は生じていない；立
木の荷重がないため？）

924-04地点の崩壊・地すべり
現象のまとめ
一見、平滑型の斜面と思われる楢山南側
斜面部であるが、いくつかの浅沢の集まり
よりなる。地震発生により、単独の沢あるい
はいくつの沢が集合するように崩壊・地す
べりが進み、それは段丘面上へ押し出され、
舌状部1～5が形成された。 段丘はT2面
に該当し、柱状図集に示すように、新第三
系振老層（砂岩泥岩互層、一部礫岩）の上
位に重なる段丘堆積物で構成されている。
斜面部から段丘上にかけては、沖積錐の
堆積物もありうるが、その詳細は不明であ
る。
段丘堆積物の上半部はTa-d､c、bの火
山灰層とそれらの上下の火山灰質ﾛｰﾑ、腐
植よりなる風成層が占める。このような層
は斜面堆積物に連続している。今回の崩
壊・地すべりは、浅沢単独またはいくつか
が組み合わさって崩壊・地すべりが発生し、
それが斜面部から段丘部の風成層も押し
出したものと思われる。そのため、路盤下
にTa-dなどの風成層が存在する場合には、
路盤下風成層毎、移動・破壊が進んでいる。

給水塔および浄水施設棟が倒壊を免れ
たのは基礎杭が恐らく新第三系まで淘汰し
ていたためであろうが、給水塔横のｺﾝﾄﾛｰ
ﾙ施設（杭基礎あり）が倒壊・下方へ移動し
たのは、給水塔内の水の放水も考えられる
が、詳細は不明である。なお、運動場付近
は背後の斜面部の崩壊が比較的少なく、
地すべりによる破壊から奇跡的に免れた。 67

T5

T5

T5

T2

T5

1008-37

1008-36

1008-34

1008-35
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500m

★吉野地区での崩壊・地すべり1008-34地点

1008-37

1008-36

1008-35

1008-34

吉野地区の
位置図と段
丘面区分
（国土地理院2.5万
分の1地形図使用）



1008-37地点

1008-36地点
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1008-371008-36

北東部の立
ち入りができ
なかった部分
を対岸台地
から撮影

右上写真
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924-09地点

924-08地点付
近から沢奥曲が
り部と924-09
地点をとらえる。

A

B

C

D

E

F

G

924-09地点の拡大空中写真
（国土地理院2018. 9.6撮影空中写真「厚真川地区」使用）

A

B
C

D
E

F

G

日高幌内川下流の924-09
地点崩壊・地すべり体の位置
（国土地理院2.5万分の1「厚真」使用）

500m

地すべり舌状体に囲
まれた水田残存部
（調査時には滞水）

924-09

924-10
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★日高幌内川での泥岩崩落

B単元の低地側部分

924-09地点はA～Gの7つ
の崩壊・地すべり体単元に区
分したが、西岸にはさらに単
元が存在する。
A（全長約800mの分岐沢）：沢（林
地）の中～下流部で崩壊が発生
したが、流出は沢内に留まり、谷
低地への流出はなかった。
B：幅約300m弱の4～5つの浅沢
を含む斜面（段丘崖？）である。
崩壊物は道路に押し出され、低地
に流出した各舌状体は複合的に
合体している。
C （全長約700mの分岐沢） ：沢
（林地）の中～上流部で崩壊が発
生したが、流出は沢内に留まる。
D：幅約100mで２つの浅沢の斜面
より成り、下段はT2面？で、舌状
体が低地へ流出。
E（全長約300m）：分岐がやや進
む小沢（勾配大）で、沢地でのｽ
ﾌﾟｰﾝ状の崩壊・地すべりの発生と
沢口前方での舌状の広がりの基
本形。対岸からの崩壊・地すべり
と合体し、川を堰き止める。
F：幅約100mで平滑型斜面での
崩落・地すべりで、浅沢もあるか。
G（西岸の崩落部）：平滑斜面の
崩落型に近いもの、浅谷崩壊・地
すべり型、沢収斂で沢口で狭まり
低地で拡散型など様々なタイプが
展開する。B単元 ：幅約300m弱の4～5つの浅沢を含

む斜面

下の写真の赤
枠部分の拡大
写真。
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震源に近づくと単なる表層崩
壊ではなく、新第三系泥岩部
も崩壊するようになる。

赤間ﾉ沢分岐点付近堰き止め沼
（漏水で水面ｺﾝﾄﾛｰﾙ；監視中）

地すべり地形滑落
崖の新第三系（軽
舞層泥岩）大崩壊

旧地すべり地形

小崩壊・地
すべり箇所

家・作業小
屋消失箇所

人家倒壊箇
所（28頁）

尾根状になっ
た部分（峠状仮
設道路）

地震直後に崩壊・移動した大きな地すべり体

（元の地すべり地形西側尾根部が移動、東
側のそれは一部がブロック化・移動）

500m

924-11地点

500m

日高幌内川赤間ﾉ沢分岐点付近の地形図
（国土地理院2.5万分の1「厚真」使用）

200m弱×800mの
泥岩ﾌﾞﾛｯｸが約300m
南へ移動

日高幌内川赤間ﾉ沢分岐点付近の空中
写真と大規模地すべり地形の判読

（国土地理院2018．9.11撮影空中写真「厚真東部地区」一部使用） 南側の崩壊・地すべり沢も塞がれた

元の地す
べり地形

河岸段丘T4
面確認

堰
き
止
め
水
域
発
生

★日高幌内川での大規模地すべり

大規模地す
べりが発生
し谷閉塞
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谷を塞ぐように押し出された大規模地すべりブロック(西から撮影）。
手前は谷下流部へもたらされた土砂・岩塊。

文字通り “山が動いた”

仮設道路が設けられていた（9月26日撮影）。

地すべりﾌﾞﾛｯｸ上の峠道

泥岩塊

仮設道路の峠から北西へ向
かって撮影。下流へ向かって
土砂・岩塊が押し出される。

地すべりﾌﾞﾛｯｸ上の峠道

地すべりﾌﾞﾛｯｸが谷南斜
面に衝突し谷閉塞

（左の写真の赤枠部分の拡大写真）

左上の写真の黄色囲み部分の
拡大写真。地すべり塊は緩傾
斜であることが露頭から分かる
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